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＜はじめに＞ 

 京都府・京都市では，令和３年度に第６３

回近畿音楽教育研究大会京都大会をオンライ

ンで開催した。「感じ取ろう 音楽の魅力 

見つけよう 音楽の秘密」を大会主題とし，

提案授業を報告した。 

＜研究主題について＞ 

 昨年度から続く，新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため各校で工夫がなされている

が，音楽科における「室内で児童生徒が近距

離で行う合唱及びリコーダーや鍵盤ハーモニ

カ等の管楽器演奏」は，感染症対策を講じて

も，感染リスクが高い学習活動として示され

ている。命やライフラインなどと比較して音

楽は「不要不急」なものと捉えられることも

あるが，音楽が人の心に及ぼす影響を考える

と音楽は「必要なもの」と言えるのではない

だろうか。京都市の学校教育の重点でも，

「伝統文化や芸術を通じ，豊かな感性・情操

を育む教育の充実」が示されている。 

 音楽科では，「確かな学力」を身に付けら

れるようにすることはもちろんのこと，「豊

かな心」をも育むことができると考える。学

習指導要領では，すべての教科において育成

することをめざす目標及び内容を，「知識及

び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学び

に向かう力，人間性等」の３つの柱で示して

いる。そしてこれらを身に付けるためには，

各教科の「見方・考え方」を働かせることが

必要であるとされている。音楽科における

「音楽的な見方・考え方」とは，「音楽に対

する感性を働かせ，音や音楽，音楽を形づく

っている要素とその働きの視点で捉え，自己

のイメージや感情，生活や文化と関連付ける

こと」を意味する。音楽科の学習は，この

「音楽的な見方・考え方」を働かせ，「音や

音楽」で表現したり，音楽のよさや面白さ，

美しさを味わって聴いたりすることが中心と

なる。歌唱や器楽，音楽づくりの活動におい

ては，友だちとともに思いや意図を共有し，

それぞれの音に耳を傾けながら音楽表現を工

夫したり，表したい音楽表現をするための技

能を身に付けたりすることを通して，音楽が

響き合う楽しさを味わうことができる。また，

自分の考えをもち音楽を聴いたり，言語を通

して伝え合ったりすることで，自分とは違う

友だちの感じ方や考え方，表現の仕方のよさ

に気付き，新たに思いを広げて感性を豊かに

することができるようになる。 

 そこで今年度は，研究主題を「感じる心 

つながる喜び 響き合う音楽」と設定し，音

楽的な見方・考え方を働かせ，思いや意図に

合った表現をしたり，よさや美しさなどを味

わって聴いたりする学習を充実させることを

目指して研究を進めることにした。 

 友だちと協働しながら,多様な音楽活動を

幅広く体験する「主体的・対話的な学び」そ

して「深い学び」の実現を図る研究を進め，

主体的・創造的に音楽に関わる子供の育成を

めざした。 

 子供たちが音楽を形づくっている要素を聴

き取り，それらの働きが生み出すよさや面白

さ，美しさを感じ取ることを支えとして，自

ら音や音楽を捉えていくとき，音楽に対する

感性が働く。表現や鑑賞の活動の中で，まず，

一人一人の子供が感性を働かせて音や音楽を

聴き取り，「感じる」ことが大切である。次

に，友だち同士で互いに感じ取ったことを伝

え合うことにより，自分とは違う友だちの感

じ方に触れたり，自分の感受したことを深め

 ≪京都府・京都市≫ 

大会主題 ｢感じ取ろう 音楽の魅力 見つけよう 音楽の秘密｣ 

小学校 研究主題 ｢感じる心 つながる喜び 響き合う音楽｣ 

 

 

 

第６３回近畿音楽教育研究大会 京都大会 



- 18 - 

たりして「感じる」。このような学習を積み

重ねていくことによって音楽に対する感性が

一層育まれていく。また，作詞者や作曲者な

どの思いや意図をくみ取ったり，曲に関わる

背景などを知ったりすることで，曲の魅力や

曲の特徴をより深く感じ取り，どのように音

楽を表現したいかということについての思い

や意図をもてるようになっていくと考えた。 

 歌ったり楽器を演奏したりすることは，一

人でもできる。コロナ禍にあって，オンライ

ンやリモートでの音楽活動は，新しい価値観

とともに広がりつつある。しかし，友だちと

ともに同じ場所に集い，音楽に取り組む時に

こそ，互いに影響し合い相乗効果が生まれ，

それによって，音楽はより豊かなものになっ

ていくことを，今年ほど強く感じたことはな

い。音楽をどのように表現したいのかについ

て友だちと思いや意図を共有することによっ

て，音楽の響き合いが生まれる。言葉で説明

するなどしながら曲の特徴や演奏のよさなど

を考えたり味わったりして，協働的に学習を

進めていくことができる。そしてこのとき，

響き合うのは奏でられる「音」だけではない。

そこに込められた「思い」も響き合い，その

響きによって，互いの心がつながるのだと考

える。「つながる」のは，友だちとだけとは

限らない。自分と音や音楽，感じ取ったこと

や聴き取ったことと楽譜，音楽と自己のイメ

ージや感情，音楽と生活や文化，学んだこと

と学んだことなど，様々な「つながる」があ

ると考える。 

 このような多様な音楽活動を幅広く体験す

る学習を積み重ねていくことにより，子供た

ちは，知識や技能を習得・活用したり，互い

に高め合い，友だちとともに音楽のよさや面

白さ，美しさを感じ取り味わって聴く楽しさ

や，音楽を表現する楽しさを体験したりする

ことができる。また，音楽によって音や心が

つながり，「響き合う」授業を通して，主体

的・創造的に音楽に関わる子供の育成をめざ

して取組を進めた。 

＜求める子供の姿＞ 

 

〇総合育成支援教育部 

身近な音や音楽，友だちとつながって， 

楽しく音楽に関わる子供 

〇低学年部 

音や音楽，友だちとつながって， 

楽しく音楽に関わる子供 

〇中学年部 

音や音楽，友だちとつながって， 

進んで音楽に関わる子供 

〇高学年部 

音や音楽，友だちとつながって， 

主体的に音楽に関わる子供 

 

＜研究仮説＞ 

 音楽的な見方・考え方を働かせ，友達と協

働しながら，多様な音楽活動を幅広く体験す

る学習を充実させれば，主体的・創造的に音

楽に関わる子供が育成できるであろう。 

＜研究の重点＞ 

 思いや意図をもって音楽表現したり，よさ

や美しさなどを味わって聴いたりする学習活

動を充実させる。 

＜重点達成のための取組＞ 

①音楽的な見方・考え方を働かせるための取組 

・題材でめざす子供の姿を明確化し，思考・

判断のよりどころとなる音楽を形づくって

いる要素の指導計画における位置付けを精

選する。 

・曲との出会いを大切に，感じ取ったことと

聴き取ったことの関連を意識できるような

聴き方を工夫する。 

・音楽のよさや面白さ，美しさを体全体で感

じ取る活動の充実を図る。 

・聴く視点を明らかにして，主体的に聴くこ

とができるようにする。 

・音や音楽を自己のイメージや感情，生活や

文化などと関連付けることができるように
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する。 

②題材の指導計画の工夫・学習展開の工夫 

・音楽科の特質を生かした活動の設定をする。

主体的・対話的で深い学びの視点から，表

現及び鑑賞の様々な活動をバランスよく組

み合わせることや，相互の関わり合いに配

慮する。 

・仲間とともに音や音楽，言葉によるコミュ

ニケーションを充実させる活動を設定する。 

・感じ取ったことと聴き取ったこととの関連

をもとに自分たちのめざす表現を求めてい

くことができるような学習展開を工夫する。 

・子供の思考を助ける板書・掲示物を工夫す

る。 

・めざす表現をつかみやすくするために，活

動のモデルとなるような範唱や範奏のあり

方を工夫する。 

・どのように表現したいかを考えたり，話し

合ったり，また，互いに聴き比べたり聴き

合ったりして表現の工夫をする活動の充実

を図る。 

・思いや意図に合った表現をするために必要

となる技能を主体的に習得しようとする学

習展開の工夫をする。 

・習得した知識や技能を活用して表現するこ

とで思いや意図が膨らみさらに表現の意欲

が高まるような学習展開の工夫をする。 

・曲想と音楽の構造などとの関わりについて

理解することのできるような聴き方の工夫

をする。 

・音楽的な根拠や理由を伴って，曲がもつよ

さや演奏のよさなどについて考えをもてる

ような工夫をする。 

③評価に焦点をあてた授業改善 

・理解したり考えたりしたこと，音楽を豊か

に表現したこと，友だちと音や音楽及び言

葉によるコミュニケーションを図って交流

し共有したり共感したりしたことなど，学

んでいること，学んだことを自覚できるよ

うな「ふりかえり」を工夫する。 

・子供の表現の変容を捉えて，指導者が価値

付け，全体で共有するようにする。 

・題材の評価規準および，評価の視点を明確

にし，指導者が授業の中での高まった子供

の姿を明確にもてるようにするとともに，

適切な支援のあり方を考える。 

・鑑賞における思考力・判断力・表現力等と

知識との関連を十分に考えて，指導と評価

の計画を立てる。 

＜成果と課題＞ 

・オンラインでの近畿音楽教育研究大会京都

大会を実施できたことは，コロナ禍であっ

ても研究発表を行うことができる一つの事

例となり，大きな成果であったと考える。 

・「箏ラッチ」（自作ソフト）を使用した箏の

授業は，GIGA 端末を活用した新しい形の

授業の提案となった。 

・重点達成のための取組の中で「①音楽的な

見方・考え方を働かせるための取組」「②

題材の指導計画の工夫・学習展開の工夫」

については，部会で話し合ったことを，各

校で研究会員が実践し，動画で共有したり，

リモート会議で交流したりする中で，教材

研究を進めてきた。感じ取ったことと聴き

取ったことの関連を意識できるような聴き

方の工夫，実態を踏まえた指導計画と支援

について，構造を可視化する板書などにつ

いてなど大切にしてきたことは，子供の資

質・能力の育成にとって有効であった。 

・「③評価に焦点をあてた授業改善」につい

ては，どの部会でも課題が多い。指導と評

価の計画，評価の場面の精選，評価規準の

作成についてなど，来年度以降も引き続き

研究を進めていきたい。 

  


